
■ 硬式野球部 紹介 
最終更新日（201９年１１月 １９日（火） 

１ 【基本情報】 

顧問 水上 久山   岡部 英人 

コーチ 竹部 薫 

部員 ２２名（男子２０名、女子：マネージャー2名） 

活動場所 第１グラウンド、第２体育館ピロティ、トレーニング室など 

活動目標 ○目的の実現にむけて、本気でチャレンジする逞しいこころを育む。 

○将来を見据え、学習と部活動の両立を成し遂げる。 

○地域に応援され、地域に笑顔を与え、地域に貢献する態度を養う。 

活動内容 

（シーズンオフ） 

○資質を高めることに努める。資質とは（・・時間を上手に使う。練習の取

り組み方。学習時間を増やす。体力や筋力アップ。野球の技術の向上。

感性を高めるなど） 

 

２ 【活動写真・新チームの活動】 

練習試合                           秋季大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道具の管理                        トレーニング風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

３ 【１１月 練習試合】                

  １１/ 4日(月）  高岡南 （高南 G）   

     １０日(日)  高岡工芸 （八尾 G）          

１7日（日）  不二越工 （八尾 G） 

２４日（日）  小松商業 (小松 G) 

                        ※１１／３０（土）期末考査 



八尾高校野球部 

【シーズンを振り返って】 ～１，２年生部員～ 

  

・ 残りの練習試合も少なくなってきた。一試合一試合を大切に、確認事項を明確にして挑みた

い。また、達成のために積極的にチャレンジしたい。 

 ・ ３年生の最後の夏季大会、シード校を倒し、３連覇した高岡商業高校と接戦を演じたことは

やればできるという自信になった。足りないことを克服し、来年の夏の大会は強豪校を必ず

倒したい。 

・ タイムスケジュールを見て、生活に甘さがあり無駄な時間の使い方が多い。もっと自分にプ

ラスとなる時間の使い方をしなければならない。 

・ 新チームとなり、練習はステップアップしているのだが結果が伴わない。怪我人が多かったの

を反省点として、チームの見直しをしなければならない。 

・ 来年度は全国の強豪校との練習試合がたくさんある。そこに向けて積極的なチャレンジが

できるように、シーズンオフしっかりとした準備をしていきたい。 

・ チームの統率力を高め、全員で強くならなければならない。想いを一つにして「同期発火」を

起こす。 

・ 目的、目標を明確にして、その実現に向けて頑張りたい。来年は勝ちます。 

 

甲子園を目指した野球！ 

進路実現に向けた学習！ 

八尾高校は本気で取り組めます。 
 

※ ３年生、続々と進路決定。 
 

八尾高校の姿勢「話を聴く」 

 

 


